
日　　時：平成30年10月2日（火）16時30分～21時
場　　所：ハイアットリージェンシー東京
　　　　　「センチュリールーム」

手に手つないで
１．手に手つないで つくる友の輪

輪に輪つないで つくる友垣
手に手　輪に輪
ひろがれまわれ　一つ心に
おおロータリアン
おおロータリアン

奉仕の理想
奉仕の理想に集いし友よ
御国に捧げん我等の業
望むは世界の久遠の平和
めぐる歯車いや輝きて
永久に栄えよ
我等のロータリー　ロータリー

２．手に手つないで つくる友の輪
輪に輪つないで つくる友垣
手に手　輪に輪
ひろがれまわれ　世界とともに
おおロータリアン
おおロータリアン

青い山脈
若く明るい　歌声に
雪崩(なだれ)は消える　花も咲く
青い山脈　雪割桜
空のはて
今日もわれらの　夢を呼ぶ

東京新都心ロータリークラブ

創立 3 0 周年
記念式典・祝賀会

東京新都心ロータリークラブ

東京新都心ロータリークラブ

東京新都心ロータリークラブ会員の皆さまへ
　東京新都心ロータリークラブの創立 30 周年に際し、心よりお慶び申し上げます。
　皆さまがクラブに時間とエネルギーを捧げるのは、1980 年の入会時に私が感じたの
と同じこと、すなわち「友情」と「目的意識」をお感じになっているからでしょう。
皆さまの熱意は、ロータリーを通じて実を結びます。創立以来、地域社会に変化をも
たらす活動をされてきた貴クラブは、より良い世界を築くロータリーの壮大な活動の
大切な一部です。
　クラブが成功するには、強くて活発な会員基盤、奉仕への献身など、多くの要素が
必要です。貴クラブがこの節目を迎えられたことは、クラブの存在が地域社会で確立
され、持続可能な実り多い奉仕活動を行ってきたことの証と言えます。
　ロータリーのビジョン声明は次のように謳っています：「私たちロータリアンは、世
界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人び
とが手を取り合って行動する世界を目指しています。」
　この記念すべき節目に、これまでの活動を振り返り、将来のビジョンを描いていた
だければ幸いです。
　30年間の奉仕に心より感謝申し上げます。これからも世界への「インスピレーション」
としての益々のご活躍をお祈りしております。
　心を込めて

 2018-19 年度国際ロータリー会長　バリー・ラシン



プログラム

第一部【例会】　１６:３０ 司会　　本多　良美　

点　　鐘 会長　　半場　慎一　

国歌斉唱 ソングリーダー　　江成　信武　

ロータリーソング（奉仕の理想）

青春の歌（青い山脈）

点　　鐘 会長　　半場　慎一　

第二部【式典】　１６:４０ 司会　　引地　正修　

１．開会宣言 幹事　　引地　正修　

２．会長挨拶 会長　　半場　慎一　

３．ご来賓紹介 幹事　　引地　正修　

４．ご来賓祝辞 第2580地区ガバナー　　松坂　順一様

 ＲＩ会長　祝辞紹介　　　　　　　　

５．米山奨学生紹介 米山奨学委員会　　青木　宏義　

６．物故会員への黙祷 会長　　半場　慎一　

７．記念事業紹介 幹事　　引地　正修　

新宿区長ご挨拶

新宿警察署長ご挨拶

新宿消防署長ご挨拶

カンボジア王国特命全権大使閣下ご挨拶

ネパール連邦民主共和国特命全権大使閣下ご挨拶

８．功労者表彰

永年在籍者

①チャーターナイトメンバー　　

②在籍２９～２０年の会員

③在籍１９～１０年の会員

④田辺淑子、金多紀子、富安彩子

９．環境宣言 社会奉仕委員会　　田口　文彦　

10．挨拶 創立30周年記念式典実行委員長　　萩生田　富司喜　

第三部【記念講演】１７:４５ 司会　　佐々木　智　

１．基調講演　「私とロータリー」

 東大寺　長老　　北河原　公敬様

********小休止********

２．ヴェネツィア室内合奏団　「ヴィヴァルディの世界」（四季、他）

 紹介　コーディネーター　　石川　康子様

　

第四部【祝賀会】１９:１５ 司会　　佐々木　智　

挨拶・乾杯 直前ガバナー　　吉田　雅俊　

会　食

閉会宣言 副会長　　北岡　修一　

ロータリーソング　「手に手つないで」 江成　信武　

創立３０周年記念行動宣言（かけがえのない地球を守るために）
①今の便利さより地球の未来を選択しよう

②資源を大切に使おう

③率先してリサイクルを実行しよう

④同タイプの商品なら、環境に良い商品の方を買おう

⑤商品の無駄な包装を断ろう

⑥有害物質の元になるものを、正しく処理しよう

⑦出掛ける時には、なるべくマイカーを使わずバスや電車自電車を利用しよう

⑧私たちの行動を通して、子供達や孫達に環境の大切さを教えよう

⑨地元や団体の行なっている環境保護活動に積極的に参加しよう

⑩環境問題について、もっと知識と関心を深めよう


